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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
町
で
は
、
昨
年
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の

下
、
第
５
次
町
総
合
計
画
基
本
計
画
と
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

基
本
計
画
は
、
前
期
計
画
と
し
て
平
成
26
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
に
つ
い
て
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

ま
で
の
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
施
策
の
展
開
、
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
重
点
分
野
を
「
子
育
て
・

教
育
」、「
雇
用
・
産
業
」、「
地
域
」
の
三
分
野
と
し
、
地
域
に
活
力
を
創
造
す
る
こ
と
、
赤
ち

ゃ
ん
を
生
み
・
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
、
農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図

る
た
め
、
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を
行
う
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
笑
顔
か
が
や
き　

心

か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業
な
ど
子
育
て
支
援
の
推
進
や
産
業
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

中
山
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
保
育
施
設
の

整
備
の
対
応
、
農
工
商
観
の
連
携
の
推
進
、
新
荒
砥
橋
の
早
期
着
工
へ
の
取
組
み
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
具
現
化
に
向
け
て
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

母
な
る
川
「
最
上
川
」
の
流
れ
が
一
滴
の
水
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
も
町
民

一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

白鷹町長　佐　藤　誠　七
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年頭のごあいさつ



白鷹町議会議長　船　山　　仁

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
つ

つ
が
な
く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
外
に
お
い
て
、
自
然
災
害
や
事
件
事
故
が
多
発
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
穏
や
か
な

年
の
瀬
、
そ
し
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ
を
私
た
ち
は
常
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
白
鷹
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
に
お
い
て
も

更
な
る
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
が
「
暑
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
夏
の
平
均
気
温
が
最
高

を
記
録
し
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
が
続
出
し
た
こ
と
や
、
チ
リ
鉱
山
の
落
盤
事

故
で
暑
い
中
を
無
事
生
還
し
た
こ
と
な
ど
が
理
由
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
異
常
と

も
思
え
る
気
象
の
今
後
が
心
配
さ
れ
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
国
民
の
絶
対
的
な
支
持
を
得
て
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た
新
政
権
が
誕
生
し
、
そ

の
中
で
次
々
に
打
ち
出
さ
れ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、
国
民
は
強
い
関
心
と
大
き
な
期
待
を
持

ち
な
が
ら
国
政
を
見
つ
め
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。「
何
か
が
変
わ
る
」「
変
わ
っ
て
欲
し

い
」
そ
ん
な
熱
い
思
い
を
託
し
て
の
衆
議
院
選
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
期
待
は

し
ぼ
み
、
失
望
や
あ
き
ら
め
、
不
信
感
の
残
っ
た
一
年
で
あ
り
、
そ
し
て
夏
の
参
議
院
選
挙

は
、
民
主
党
の
大
敗
、
更
に
ね
じ
れ
国
会
で
あ
り
ま
す
。
国
民
の
願
い
は
安
定
し
た
生
活
で

あ
り
、
安
定
し
た
政
治
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
「
日
本
丸
」
を
間
違
い
の
な
い
方
向
に
導
い

て
ほ
し
い
と
強
く
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
基
本
計
画
も
２
年
目
を
迎
え
本
格
的
な
事
業
に
入
る
年
で
す
。
昨
年

に
お
い
て
も
重
要
事
業
で
あ
る
「
荒
砥
橋
の
架
け
替
え
」「
荒
砥
高
校
の
存
続
の
問
題
」「
中

山
小
学
校
利
活
用
の
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
白
鷹
町
も
課
題
が
山
積
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、﹃
可
能
性
あ
る
町
白
鷹
﹄
を
信

じ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

以
上
、
新
年
に
あ
た
り
所
感
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年男・年女さんに聞きました

■
昭
和
38
年

●
白
鷹
町
酪
農
農
業
協
同
組
合
が
発
足

・
日
産
乳
量
20
石
達
成
を
機
に
、
置
賜
酪
農
業

　

協
同
組
合
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
発
足

■
昭
和
50
年

●
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
野
球
場
と
�
ニ
ス
コ
ー
ト

　

が
完
成
し
ま
し
た
。

●
議
会
議
員
定
数
が
減
少

・
人
口
減
少
を
�
け
、
議
員
提
案
に
よ
り
定
員

　

を
24
人
か
ら
22
人
に
減
少
す
る
こ
と
が
決
定

■
昭
和
62
年

●
国
鉄
最
後
の
日

・
�
月
31
日
を
も
っ
て
長
井
線
も
幕
を
閉
じ
、

　

�
月
１
日
か
ら
東
日
本
旅
客
鉄
道
�
に
よ
る

　

代
替
運
転
に
入
り
ま
し
た
。

●
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
公
共
下
水
道
の
先
進
町
と
し
て
期
待
�
れ
ま

　

し
た
。

■
平
成
11
年

●
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
幕

・
山
形
県
内
全
市
町
を
会
場
に
開
催
。
町
は
女

　

子
�
�
ト
�
ー
�
の
会
場
と
な
り
、
白
鷹
レ

　

�
�
ー
ス
が
ブ
�
�
ク
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

●
白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
�
レ
ン
�
が
拡
張
�
れ
、
�
ア
�
�
ト
、
�

　

�
タ
ー
照
明
が
整
備
�
れ
ま
し
た
。

白
鷹
町
卯
年（
昭
和
38
年
以
降
）
の

主
な
出
来
事

（
広
報
し
ら
た
か
よ
り
）

2011

　新年明けましておめでとうございます。
　今年も年男・年女のかたがた（12 人）にインタビューさせ
ていただきました。
　新年の抱負や町への思いなどを語っていただきました。

○家族構成　両親、姉、祖母の５人家族

○趣味　走ること、ゲーム

○特技　算数の計算

○2010年、心に残った出来事
　学校の長距離走大会（1000㍍）で２位になれたこ

　とです。町駅伝の選手にも選ばれましたが、大会

　前日に骨折してしまい走れなかったことが悔しか

　ったです。

○新年の抱負
　今年は陸上練習に力を入れて、町駅伝荒砥チーム

　の選手として走りたいです。また、６年生になる

　ので、下級生を引っ張っていきたいと思います。

○どんな町になって欲しい？
　白鷹は山に囲まれて自然が美しいところなので、

　これからもこのきれいな環境を守ってほしいです。

○家族構成　両親、弟の４人家族

○趣味　カプセルシールを集めること

○特技　裁縫、ルービックキューブ

○2010年、心に残った出来事
　町陸上大会の800㍍走で６位入賞できたことです。

　大会前、お父さんや弟と一緒に練習した成果が出

　てとてもうれしかったです。

○新年の抱負
　今年は、これまでやってきた陸上の記録をアップ

　することと、新しくスキーのクロスカントリーに

　チャレンジする「継続と挑戦」の年にしたいと思

　います。

○どんな町になって欲しい？
　私たち子どもが楽しく安全に遊べる場所があると

　いいです。

竹
田
了あ

き

礼の

り

�
�（
荒
砥
乙
）

荒
砥
小
学
校
５
年

紺
野
瑞み

ず

姫き

�
�（
鮎
貝
）

鮎
貝
小
学
校
５
年

平
成
11
年
生
ま
れ12

歳

Interview
新春特集
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○家族構成　両親、兄夫婦、甥、弟、祖父の８人家族

○趣味　サッカー

○特技　トラクターの運転

○2010年、心に残った出来事
　酪農の研修でヨーロッパに行ったことです。日本

　とは違った環境で過ごせたことと、一緒に研修に

　参加した県外の酪農後継者と意見交換ができ大変

　有意義な時間でした。

○新年の抱負
　今年、５年に１度開催される牛のコンテスト（全

　国大会）があるので、大会出場を目標に、これま

　で同様、牛に愛情を注いでいきたいです。

○どんな町になって欲しい？
　農業は人間が生きていくうえでなくてはならない

　大切な産業なので、酪農に限らず「農業がしたい」

　という若い人が増えてほしいです。

中
嶋
亮
介
�
�
（
畔
藤
）

酪　

農

昭
和
62
年
生
ま
れ24

歳

昭
和
50
年
生
ま
れ36

歳
○家族構成　両親、夫、息子、娘の６人家族

○趣味　アウトドア（キャンプ）

○特技　スキー

○2010年、心に残った出来事
　家族で福島県にキャンプにでかけたときにセミ

（昆虫）の羽化を見たこと。子どもが見つけたので

　すが、初めて見る光景だったので感動しました。

○新年の抱負
　美容師として、新しい技術を身につけ、お客さま

　に喜んでいただけるような仕事・接客に心掛けた

　いと思います。

○どんな町になって欲しい？
　町は他の市町と比べ子育てしやすい環境になって

　いると思います。欲張りかもしれませんが、さら

　に子育てしやすい環境を整えてほしいと思います。

古
名
順
二
�
�（
横
田
尻
）

会
社
員
・
文
化
継
承
団
体
獅
伝
代
表

○家族構成　夫と２人暮らし

○趣味　買い物、スキー

○特技　プリキュアダンス、マジック

○2010年、心に残った出来事
　良い先輩がいる職場で働かせていただいて、大好

　きな子どもたちが成長する様子を見ることができ

　たので、充実した毎日を送ることができた１年で

　した。

○新年の抱負
　子どもたちは、大人が笑っていると安心して笑顔

　になるので、そのきっかけづくりとなる“おどけ

　・ふざけ”が上手な先生になりたいです。

○どんな町になって欲しい？
　「白鷹で子どもを産みたいね」と言われるような、

　子育てしやすく、子どもがたくさんいる町になっ

　てほしいです。

関 

真
奈
美
�
�
（
畔
藤
）

保
育
士

○家族構成　両親、妻、娘２人、兄夫婦、祖母の９人家族

○趣味　人とのコミュニケーション（アルコール重要）

○特技　初対面の人と仲良くなること

○2010年、心に残った出来事
　文化継承団体「獅伝」がテレビ番組『探偵ナイト

　スクープ』に出演したこと。

○新年の抱負
　昨年は、獅伝の活動を通してさまざまなかたと知

　り合い、多くのノウハウやアイデアをいただきま

　した。それを使って自分たちにできる「まちづく

　り」をして地域に貢献したい。

○どんな町になって欲しい？
　「白鷹町には何がありますか？」と聞かれたとき

　に町民だれもが胸を張って「これ！」と言えるも

　のがある町になってほしい。

大
滝
由
利
�
�（
荒
砥
乙
）

美
容
師

Interview
新春特集
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Interview
新春特集

昭
和
38
年
生
ま
れ48

歳

昭
和
26
年
生
ま
れ60

歳

○家族構成　両親、妹夫婦、甥の６人家族

○趣味　サッカー観戦、食べ歩き

○特技　音読

○2010年、心に残った出来事
　一昨年実家に戻ってから町内で働き、たくさんの

　地元のかたとふれあい心温まる１年を過ごすこと

　ができたことです。

○新年の抱負
　１日１日を“にっこり”と“明るく、楽しく、元

　気に！”を心がけて生活することと、自分流エク

　ササイズを続けて、見た目年齢にも気をつけたい

　と思います。

○どんな町になって欲しい？
　若い世代の人が働くことができる職場を増やして

　いただきたいです。

佐
藤
咲
子
�
�
（
高
玉
）

白
鷹
町
役
場

○家族構成　両親、妻、次男の５人家族

○趣味　“塗り”、読書

○特技　空手、柔道

○2010年、心に残った出来事
　長女が志望校に進学、長男が無事に就職してくれ

　たこと。それから、昨年はさまざまな人と交流す

　る機会があって、それぞれの出会いからいろんな

　刺激を受け充実した１年だったかな。

○新年の抱負
　今年は、昨年以上に仕事を充実させることはもち

　ろんですが、仕事ばかりでなく、バイクの免許を

　取ってツーリングに行ってみたい。

○どんな町になって欲しい？
　雇用や教育、産業が活発で元気な町であって欲し

　いし、みんなが笑顔で過ごせる、笑いのある幸せ

　な町になってほしい。

衣
袋
正
人
�
�（
荒
砥
乙
）

自
営
業

○家族構成　妻と２人暮らし

○趣味　旅行に行くこと

○特技　野球（まだまだ現役！）

○2010年、心に残った出来事
　昨年、仕事を辞めて１年間の充電期間ができたの

　で、小学校時代の同級生と当時の修学旅行（松島）

　コースに出かけたこと。

○新年の抱負
　今年は還暦を迎えるので、まずは健康管理に気を

　つけて、夫婦で海外旅行に出かけてみたいと思い

　ます。

○どんな町になって欲しい？
　明るい未来のためには、元気な子どもたちが必要

　不可欠！子育ての負担が少なく、たくさん子ども

　がいる町になってもらいたい。

加
藤
千
惠
子
�
�（
深
山
）

の
ど
か
村
の
﹁
か
あ
ち
ゃ
ん
﹂

○家族構成　夫、娘の３人家族

○趣味　パッチワーク

○特技　漬物づくり

○2010年、心に残った出来事
　長女が結婚して新たな人生をスタートさせたこと

　と、家族みんなが健康で病気なく暮らせたこと。

○新年の抱負
　いきいき深山郷「のどか村」が、今年満10歳を迎

　えます。これからも地元のおいしい空気や自然、

　食材を通して深山をＰＲし、お客さまに満足して

　もらいたいと思います。

○どんな町になって欲しい？
　私が住む深山地区をはじめ、町内各地で地域おこ

　しが行われ、若い人からお年寄りまでそれぞれが

　活躍する場がありますが、そういった活動が町全

　体に広がり、活気ある町になってほしいです。

小
口
市
郎
�
�
（
高
岡
）

西
置
賜
漁
業
協
同
組
合

　両親、妻、次男の５人家族
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Interview
新春特集

すべての年男・年女の皆さんにとって
今年１年が良い年でありますよう
お祈りいたします。　

2011

昭
和
14
年
生
ま
れ72

歳

昭
和
２
年
生
ま
れ84

歳

○家族構成　妻、娘、孫の４人家族

○趣味　畑仕事（野菜の栽培）

○今がんばっていること
　畑仕事が大好きで夏場は必ず毎日２～３時間やっ

　ています。

○2010年、心に残った出来事
　政治に対する期待はずれ、若者の働く場がないこ

　と（就職氷河期）に心を痛めたました。

○新年の抱負
　趣味の畑仕事を健康で続けることと、世の中の動

　きに関心をもつということ、そして、喜怒哀楽を

　大事に生活していきたいです。

○どんな町になって欲しい？
　町単独では難しいのかもしれないが、働く場所が

　できたらいいと思う。特に、通勤圏内である置賜

　地区、山形市などと力を合わせ、全体の底上げが

　できたらいいと思っています。

○家族構成　夫、息子、娘、孫の５人家族

○趣味　友だちと話すこと

○今がんばっていること
　体を壊してから、健康であることの大事さを実感

　しているので、人と会って話すことを大切にして

　います。

○2010年、心に残った出来事
　とある講演会に行ったところ、講師のかたが、「先

　のことはわからない、過ぎたるは変えようがない

“今”が一番大事なとき」との言葉を聞いたこと。

　健康を取り戻すことができた今だから、実感し心

　に残った出来事でした。

○新年の抱負
　健康でいることが何より大切なので「健康第一」　

　と、旅行もしてみたいです。

○どんな町になって欲しい？
　働く場所が増えれば若者が住み人口が増えると思

　うので、何といっても若者の雇用不安を解消して

　ほしいです。

髙
田
�
�
子
�
�
（
中
山
）

加
藤
仁
一
�
�
（
横
田
尻
）
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
「
し
ら
た
か
」
の
た
め
に

子
�
�
会
議
開
催

　

12
月
18
日
、
荒
砥
高
校
復
禮
会

館
で
、
町
内
の
小
中
学
校
、
荒
砥

高
校
の
代
表
19
人
の
児
童
・
生
徒

が
参
加
し
「
子
ど
も
会
議
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
話
し
合
い
を
通
し

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、﹃
町
﹄

を
見
つ
め
な
お
し
、
関
心
を
高
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
文
屋

正
道
会
長
）
と
教
育
委
員
会
の
共

催
で
、
昨
年
の
「
こ
ど
も
環
境
会

議
」
に
続
く
第
２
弾
と
な
り
ま
す
。

会
議
の
流
れ

①
名
刺
交
換
で
交
流

　

初
め
て
合
う
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と

ん
ど
と
い
う
こ
と
で
、
顔
写
真
入

り
の
名
刺
を
使
っ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た

が
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、
町
長
と

も
上
手
に
名
刺
交
換
が
で
き
ま
し

た
。

②
会
議
本
番

　

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
話
し
合
お
う
！
私
た
ち
の
白
鷹

町
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

町
の
よ
い
所
、
悪
い
所
を
あ
げ

て
、
良
い
所
は
ど
の
よ
う
に
伸
ば

し
、
悪
い
所
は
ど
う
す
れ
ば
良
く

な
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

出
し
合
い
な
が
ら
ま
と
め
て
い
き

ま
し
た
。

④
講
評
（
佐
藤
町
長
）

「
町
は
今
年
度
、
第
５
次
総
合
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
今

回
み
な
さ
ん
が
行
っ
た
も
の
と
同

じ
よ
う
な
会
議
を
繰
り
返
し
て
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
み

な
さ
ん
の
発
表
を
見
て
い
て
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
意
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
町
は
町
民

み
ん
な
で
創
り
あ
げ
て
い
く
も
の

で
す
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
通

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持

ち
、
み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。」

③
発
表

　

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
、
チ
ー
ム
名

・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
、
佐

藤
町
長
や
各
学
校
の
先
生
な
ど
の

前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
テ

ー
マ
、
し
か
も
限
ら
れ
た
短
い
時

間
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
し

合
い
の
成
果
を
発
表
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※
発
表
の
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。
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各グループの発表

チーム名
「議長とゆかいな会長たち」

キャッチコピー
「若者が活きる町白鷹」 メンバー

金田　耕哉（西　中）
竹田　航星（東　中）
菊地　康紘（荒砥高）
鈴木　　悟（荒砥高）
中川　修平（荒砥高）

○活気ある町をつくるには、４つのこと（①人②く
　らし③自然環境④マスコット）が重要だと考えま
　す。
○町には、若者のイベントが少ないので、小中高校
　合同の文化祭を開催してみてはどうでしょうか？
　実現したら、町外からも注目を集めるし、多くの
　かたに参加してもらえると思います。
○町にはマスコットがないので、鮎や鷹をモチーフ
　にしたマスコットをつくることも重要で右のマス
　コットを考えました。

チーム名
「えっちゃん + 副会長ʼ S」

キャッチコピー
「町民の町民による町民のための白鷹町」

メンバー
赤間　千春（西　中）
菅間　結衣（東　中）
菊地　愛美（荒砥高）
渡部　悦子（荒砥高）

○白鷹町は、地域のつながりが強いと思いますが、
　あいさつやボランティアなどを幅広い世代でもっ
　と活発にするべきだと思います。
○バス・電車の本数が少なく、運賃も高いので、町
　内循環バスなどを整備し、子どもたちでも川西・
　川東の行き来がしやすくなると良いと思います。
○ナラ枯れなど自然環境については、山を手入れし、
　その伐採した木材などで町の施設をつくるなど、
　有効に活用したらよいのではないかと思います。

チーム名
「チーム３班」

キャッチコピー
「白鷹町をもっと有名に！！」

メンバー
五十嵐千華（蚕桑小）
神居　　寧（鮎貝小）
大江　隼人（荒砥小）
海老名毬絵（鷹山小）
鈴木　智裕（東根小）

○町には、古典桜やあゆ茶屋などの観光名所があり
　ますが、まだあまり知られていないと思います。
　観光ポスターなどでもっと名所を宣伝して、観光
　客に来てもらえるようにすると良いと思います。
○町内にはきれいな紅花が咲いていますが、植える
　所を増やして、多くの人に見てもらえば有名にな
　ると思います。

チーム名
「チームがやがや」

キャッチコピー
「みんなで協力、努力する白鷹」

メンバー
丸川恵理花（蚕桑小）
芳賀佑里乃（鮎貝小）
新宮　菜月（荒砥小）
吉田　桐麻（鷹山小）
高橋　利希（東根小）

○私たちは、「みんなで協力、努力する白鷹」という
　キャッチーコピーにしましたが、この言葉中には
　６つの “力” があります。その６つの力をみんな
　で協力して高めていくことで良い町になると考え
　ました。その力とは、「人の力・自然の力・ボラン
　ティアの力・文化の力・みんな（協力）の力・お
　金の力」です。このことに力を入れていくと良い
　と思います。

「鮎　姫」
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か
た
。

　

ニ
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

給
し
て
い
る
か
た
。

②
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
か
た
。

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受

　

け
よ
う
と
す
る
か
た
。

 

申
告
書
�
書
�
方

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
２
月
１

日
に
配
布
し
ま
す
。
書
き
方
に
つ

い
て
は
「
平
成
23
年
度
分
町
民
税

県
民
税
の
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
か
ら
申
告
書
が
送
付

さ
れ
な
い
か
た
で
も
、
譲
渡
所
得

や
生
命
保
険
満
期
な
ど
の
一
時
所

得
が
あ
る
か
た
は
、
申
告
日
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
�
�
�  

�

�
必
要
�
�
�

　

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
会
場
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
町
か
ら
配
布
さ
れ
た
町
県
民
税

　

の
申
告
書
と
税
務
署
か
ら
配
布

　

さ
れ
た
確
定
申
告
書

③
昨
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

　

◇
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票
、

　
　

給
与
支
払
証
明
書

　

◇
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
…

　
　

公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票

　

◇
営
業
等
所
得
者
…
収
入
や
経

　
　

費
の
わ
か
る
帳
簿
な
ど

④
生
命
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑤
地
震
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑥
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
を

　

証
す
る
書
類

⑦
身
障
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

⑧
要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け

　

て
い
る
か
た
は
、
障
害
者
控
除

　

対
象
者
認
定
書

⑨
預
金
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

⑩
平
成
22
年
中
に
新
増
築
、
購
入

　

な
ど
に
よ
り
家
屋
を
取
得
し
、

　

住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別

　

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
か
た
は
、
前
記
の
ほ
か
に
添

　

付
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
お

　

ま
も
な
く
、
町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期

で
す
。
申
告
相
談
の
受
け
付
け
は
、
町
内
の
公
民
館
な
ど
で
行
い

ま
す
（
日
程
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）。申
告
期
限
は
﹁
町
県
民

税
﹂﹁
所
得
税
﹂
い
ず
れ
も
３
月
15
日
で
す
。
町
県
民
税
の
申
告
書

は
、
原
則
と
し
て
１
月
１
日
現
在
で
住
所
の
あ
る
市
区
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
�
申
告

町 

県 

民 

税

 

申
告
�
必
要
�
�
�

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
昨
年
中
（
平
成
22
年
１
月
１
日

　

～
平
成
22
年
12
月
31
日
）
に
所

　

得
が
あ
っ
た
か
た
（
公
的
年
金

　

な
ど
の
受
給
者
を
含
む
）。た
だ

　

し
、
給
与
所
得
者
は
次
に
該
当

　

す
る
か
た
。

　

イ
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。

　

ロ
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
事
業

　

所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所

　

得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ

　

っ
た
か
た
。

　

ハ
給
与
所
得
だ
け
の
か
た
で
平

　

成
22
年
中
に
会
社
を
退
職
し
た

　所得税の確定申告は、平成22年中の所得と、
それに対する所得税の納めすぎや不足分を精算
するための申告です。源泉徴収や予定納税で納
めすぎになっているかたや、給与所得者で雑損
控除や医療費控除を受けられるかた、年の途中
で退職し、その後就職しないため年末調整を受
けなかったかたなどは、確定申告をしないと納
めすぎになっている税金が還付されません。税
金の還付申告を行うかたは、e-Tax または所
轄税務署（町内在住のかたは長井税務署／☎
84－1810）でも受け付けますので、お早めに
申告してください。なお、申告の際は源泉徴
収票、印鑑（朱肉を使用するもの）、預金通帳
（ゆうちょ銀行も可）を持参してください。
※詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

www.e-tax.nta.go.jp　

＝ e-Tax または長井税務署で申告できます＝

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
住
宅
借
入
金
（
取
得
）

等
特
別
控
除
に
は
適
用
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
て
は
ま
る
か
ど

う
か
お
確
か
め
の
う
え
、
準
備
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

⑪
平
成
22
年
中
に
多
額
の
医
療
費

　

の
支
払
い
が
あ
っ
た
か
た
で
、

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　

医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。

��

願�

�

●
農
業
所
得
の
申
告
は
、

・
農
業
に
お
け
る
収
入
、
経
費
の

　

す
べ
て
の
資
料
を
基
に
計
算
さ

　

れ
た
収
支
計
算
書
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

・
計
算
の
も
と
に
な
っ
た
資
料
も

　

申
告
の
際
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
者
年
金
経
営
移
譲
に
関
係

　

さ
れ
る
か
た
は
、
農
業
所
得
の

　

申
告
名
義
人
が
正
し
い
か
確
認

　

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
に
購
入
さ
れ
た
事
業
用
機

　

械
、
農
機
具
な
ど
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
そ
の
領
収
書
や
販
売
証
明

　

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
共
有

　

で
購
入
さ
れ
た
か
た
は
、
申
告

　

前
に
税
務
出
納
課
に
領
収
書
や

　

販
売
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
農
作
業
の
委
託
費
や
小
作
料
の

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

　

は
、
支
払
額
、
支
払
先
を
明
確

申告期限は
　３月15日

還付申告は１月からできます
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に
記
入
し
て
申
告
前
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　

に
関
わ
る
収
入
金
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
事
前
に
把
握
さ
せ
て
い

　

た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
戸
別
所
得
補
償
を
申
請
さ
れ
て

　

い
る
か
た
は
、
額
の
分
か
る
書

　

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ

　

る
か
た
は
、
租
税
公
課
を
求
め

　

る
際
、
固
定
資
産
税
の
課
税
明

　

細
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
台
帳
を
申
告
会
場
へ
持
参
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
確
認
し

　

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

　

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、

　

配
偶
者
の
平
成
22
年
中
の
所
得

　

を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
（
給

　

与
明
細
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

●
平
成
23
年
度
に
所
得
額
証
明
・

　

課
税
証
明
・
非
課
税
証
明
な
ど

　

が
必
要
な
か
た
は
、
収
入
の
有

　

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か

　

た
で
領
収
書
の
合
計
が
済
ん
で

　

い
な
い
場
合
、
会
場
内
に
設
け

　

る
「
計
算
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
申

　

告
相
談
の
前
に
計
算
し
て
く
だ

　

さ
い
。

町
県
民
税
の
自
書
申
告
を
さ

れ
る
か
た
へ

●
自
書
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、

　

必
ず
収
入
や
経
費
の
分
か
る
書

　

類
、
計
算
書
を
添
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
か
た

　

は
、
源
泉
徴
収
票
を
添
え
て
く

　

だ
さ
い
。

●
田
畑
の
小
作
料
、
家
賃
収
入
の

　

あ
る
か
た
は
、
そ
の
明
細
書
を

　

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
種
控
除
の
証
明
書
は
必
ず
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
な

　

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
押
し
て
く
だ

　

さ
い
。

＜受付時間＞　朝８時45分～午後３時
（午前の部の受付は午前11時まで）

　各地区公民館・白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）は

　朝8時30分開館となります。

●問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85-6132）

●受付は昼も行い、申告は受付簿に記入された順に行います。

●申告相談は準備の都合上、指定された日・会場で受けられ
　るようお願いします。
●指定された会場に都合のつかないかたは、前もって税務出

納課町民税係にご連絡ください。

●申告期間中は、税務出納課での相談は行いませんのでご協

　力ください。

●白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）での３月８日か

　ら14日までの相談は、受付順にかかわらず、十王・荒砥地

　区のかたを優先します。

●相談会場が同じ場合は、いつでも相談を受け付けます。

（例）２月25日が指定の日のかたで都合がつかないかたは、

　　　２月24日から３月１日までの間（会場が蚕桑地区公民館）

　　　であれば、いつでも相談を受け付けます。

給与支払報告書の提出は
お早めに
平成22年中に支払給与のある場合は、

給与支払報告書の提出が法律で定め

られていますので、税務出納課町民

税係へ提出してください。また、給

与支払報告書の提出期限（１月31日）

が近づくと窓口が込み合いますので、

早めに提出してください。

平成23年所得税と町県民税の
申告相談受付日程

月日
曜
日

会　場
相談受付地域　　

午　前 午　後

2/15 火 鷹山地区公民館 中田、原、上原 堀之内、北原、 針生
16 水 〃 山道、西 新屋敷1・2

17 木 〃
下折居、上折居、
西原、細野

東小手沢、南

18 金 東根地区公民館 南部1・2 南部3・4・5
19 土

20 日

21 月 東根地区公民館 中部1・2 中部4・5･6
22 火 〃 北部1・2 北部3・4
23 水 〃 中部3、東部1・2 東部3・4
24 木 蚕桑地区公民館 蚕桑3・4 蚕桑1・2・5
25 金 〃 蚕桑6・7 蚕桑8・9・10
26 土

27 日

28 月 蚕桑地区公民館 蚕桑11・13 蚕桑12・16・17・18 
3/1 火 〃 蚕桑14・15 蚕桑19・20
2 水 ハーモニープラザ 鮎貝3・4・12 鮎貝10・14
3 木 〃 鮎貝1・6 鮎貝5、高岡1、深山1
4 金 〃 鮎貝7・8・9 鮎貝2、高岡2、深山2
5 土

6 日

7 月 ハーモニープラザ 鮎貝13 鮎貝11、黒鴨

8 火
白鷹町産業センター

（パワーセンター白鷹）
十王1・2・3 十王4・5・6・7

9 水 〃 貝生3、菖蒲1・2 十王8・9・10
10 木 〃 貝生2、下山、佐野原 仲町2、貝生1、大瀬

11 金 〃 八幡1・2、新町
出来町2、横町2、
仲町4

12 土

13 日

14 月
白鷹町産業センター

（パワーセンター白鷹）
上町、出来町1、
横町1

仲町1・3

15 火 〃 指定された会場においでになれなかったかた
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人口減少傾向は続く…

　白鷹町の人口は

１５，３１３人

国勢調査の結果（山形県速報）

　

平
成
22
年
10
月
�
日
を
基
準
日
と
し
て
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査

で
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
形
県
速
報
で
国
勢
調
査
の
人
口
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

調
査
結
果
よ
り
平
成
17
年
度
と
対
比
し
て
各
地
区
ご
と
の
人
口
・

世
帯
数
等
を
お
知
ら
�
い
た
し
ま
す
。

世　帯 単位：世帯

平成22年 平成17年 増減

蚕　桑 850　 875　 ▲25　

鮎　貝 941　 925　 16　

荒　砥 1,139　 1,133　 6　

十　王 386　 370　 16　

鷹　山 382　 402　 ▲20　

東　根 767　 794　 ▲27　

計 4,465　 4,499　 ▲34　

人　口 単位：人

平成22年 平成17年 増減

蚕　桑 3,168　 3,425　 ▲257　

鮎　貝 3,183　 3,328　 ▲145　

荒　砥 3,554　 3,771　 ▲217　

十　王 1,362　 1,357　 5　

鷹　山 1,291　 1,460　 ▲169　

東　根 2,755　 2,990　 ▲235　

計 15,313　 16,331　 ▲1,018　

山形県・置賜３市５町の人口　　　 単位：人

平成22年 平成17年 増減 増減率

山形県 1,168,789　 1,216,116　 ▲47,392　 ▲3.90　

西
置
賜

白鷹町 15,313　 16,331　 ▲1,018　 ▲6.23　

長井市 29,476　 30,929　 ▲1,453　 ▲4.70　

小国町 8,863　 9,742　 ▲879　 ▲9.02　

飯豊町 7,943　 8,623　 ▲680　 ▲7.89　

東
置
賜

米沢市 89,392　 93,178　 ▲3,786　 ▲4.06　

南陽市 33,664　 35,190　 ▲1,526　 ▲4.34　

高畠町 25,030　 26,026　 ▲996　 ▲3.83　

川西町 17,308　 18,769　 ▲1,461　 ▲7.78　

県
内
の
状
況

　

12
月
24
日
の
山
形
県
の
発
表
に

よ
る
と
、
県
内
の
人
口
は
平
成
17

年
の
国
勢
調
査
人
口
と
比
較
し
て

３
・
90
％
、
４
万
７
３
９
２
人
の

減
少
で
１
１
６
万
８
７
８
９
人
で

す
。
県
内
の
市
町
村
の
う
ち
人
口

が
増
え
た
の
は
東
根
市
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

県
・
置
賜
３
市
５
町
の
人
口
は

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
人
口
及
び
世
帯
数

　

白
鷹
町
の
人
口
は
、
６
・
23
％

減
の
１
万
５
３
１
３
人
、
世
帯

数
は
０
・
76
％
減
の
４
４
６
５
世

帯
で
１
世
帯
当
り
の
平
均
人
員
は

３
・
43
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
別
に
比
較
す
る
と
世
帯
数

・
人
口
と
も
十
王
地
区
は
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
他
５
地
区
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

問い合わせ
総務課情報係
（☎85－6123）

※なお、この数値は山形県速報値
　で、今後総務省統計局が公表す
　る数値と異なる場合があります。

※人口速報では男女別人口は公表されません。
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　任意の予防接種のうち、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン・小児用
肺炎球菌ワクチンの接種費用の助成が開始されます。

平成 23 年２月から

　子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、

　　　　小児用肺炎球菌ワクチンの助成が開始されます！

１回でも接種した 　平成23年度中に残りの回数について助成が受けられます。

接種のために受診したが、急性の病気で医
師が接種不可と判断したため１回も接種で
きなかった

　平成23年度中のみ１回目から接種できます。

接種を希望せず、全く接種しなかった 　平成 23 年度以降は助成が受けられません。

■問い合わせ　
健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

ワクチンの種類 対　象 接種の時期と接種回数

子宮頸がん予防ワクチン
中学校１年生～
高校１年生相当の
女子(※）

初回接種、初回接種から１カ月後に２回目、初回接種から
６カ月後に３回目を接種（計３回）

ヒブ
（インフルエンザ菌ｂ型）

ワクチン
生後２カ月～
４歳の乳幼児

○生後２カ月～７カ月未満に開始した場合、初回接種３回、
　その後おおむね１年後に追加接種１回（計４回）
○生後７カ月～ 12 カ月未満に開始した場合、初回接種　
　２回、その後おおむね１年後に追加１回接種（計３回）
○１歳～４歳児は、１回接種

小児用肺炎球菌ワクチン 生後２カ月～
４歳の乳幼児

○生後２カ月～７カ月未満に開始した場合、初回接種３
　回後、60 日以上の間隔をあけて追加接種１回（計４回）
○生後７カ月～ 12 カ月未満に開始した場合、初回接種　
　２回後、60 日以上の間隔をあけて追加１回接種（計３回）
○１歳児は、60 日以上の間隔をあけて２回接種（計２回）
○２歳～４歳児は、１回接種

助成の内容
　平成23年２月１日以降に接種された子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン、小児
用肺炎球菌ワクチンの接種費用全額について助成します。
（一部の医療機関では自己負担が発生する場合があります。）

接種と助成方法について
　予防接種は、町と委託契約を取り交わした医療機関で行います。予防接種を受ける前に必ず予約をしてくだ
さい。予防接種ができる医療機関は担当までお問い合わせください。
助成の方法は、医療機関窓口で、いったん接種費用をお支払いいただき、後日、町に申請をしてかかった接種
費用を払い戻しをする方法（償還払い）を予定しています。できるだけ、平成23年２月１日から平成23年３
月31日までの接種分をまとめて償還払いの申請をしてください。申請には予防接種名と金額がわかるもの（母
子手帳・接種済証・領収書など）、印鑑、払い戻し先の金融機関の口座番号がわかるもの（通帳など）が必要
です。

接種対象者
　白鷹町に住所を有するかたで下の表のとおり

（※）平成22年度高校１年生相当のかた（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）は下記にご注意ください。
　平成23年２月１日から平成23年３月31日までの期間に
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　11月17日、第56回青少年読書感想文山形
県コンクールが開催され、蚕桑小学校３年
古名幸未ちゃんが書いた「『点子ちゃん』
と私」が最優秀賞を受賞しました。小学校
から高校まで合計６万６２１８点の応募の
中から最優秀（15点）に選ばれた幸未ちゃ
んは、「まさか私の感想文が選ばれると思わ
なかったのでうれしいです。」と感想を話
してくれました。感想文は全国コンクール
（２月結果発表）にも出品されます。

�
�
�
�
�
�

�

読
書
感
想
文
山
形
県
�
�
�
�
�
�
最
優
秀
賞

地
域
全
体
�
福
祉
�
�
�
�
意
識
�

�

白
鷹
町
中
高
合
同
�
�
活
動

　12月７日、東西中、荒砥高校の合同エコ
活動によるペットボトルキャップの贈呈式
が山形銀行荒砥支店で行われました。地域
のかたがたの協力などもいただいて集めら
れたキャップの総重量は約180㌔。ポリオ
ワクチン約90人分になるということです。
山形銀行では、昨年度から独自にペットボ
トルのキャップを集め、ポリオワクチンを
送る活動を行っており、中高生がその活動
に賛同して収集・贈呈されました。

　12月17日、町営スキー場の安全祈願祭
が行われました。当日は、スキー場従業員
やスキー連盟、学校関係者など約40人が
出席し、今シーズンの無事故を祈願しまし
た。今年は、日本にスキーが発祥して100
周年の年だそうです。毎月第３日曜日は、
小学生までのリフト代が無料になる「スキ
ーこどもの日」もあります。この冬は、ご
家族連れで町営スキー場を満喫してはいか
がでしょうか。

楽
�
�
安
全
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
場
安
全
祈
願
祭

安
心
�
��
冬
�
�
迎
�
�
�
�
�
�
�

�

高
齢
者
世
帯
火
災
予
防
訪
問

　12月８日と９日の２日間、高齢者世帯火
災予防訪問が行われました。消防白鷹分署、
東北電力、健康福祉課の３者が連携して行
っている事業で、台所や風呂場など火の周
りの点検や漏電のチェック、さらに、これ
から冬を迎えるにあたって生活上の不安な
どがないか聞きとりを行いました。今回は、
横田尻・山口地区のお年寄り世帯15世帯を
訪問。訪問を受けたお年寄りも安心された
様子でした。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章�
秋
の
叙
勲
�

　

瀬
健
治
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

平
成
22
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、

瀬
健
治
さ
ん
（
元
日
本
郵
政
公

社
職
員
）
が
郵
便
事
業
の
功
労
者

と
し
て
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
瀬
さ
ん
は
、
鮎
貝

郵
便
局
長
を
20
年
以
上
務
め
ら
れ
、

そ
の
間
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
商
品
開

発
な
ど
を
通
し
て
、
町
内
の
特
産

品
を
全
国
に
発
信
・
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る

な
ど
地
域
貢
献
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
南
地
区
（
置
賜
３
市

５
町
62
局
）
会
長
や
、
東
北
地
区

の
郵
便
局
長
会
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た

び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

※
12
月
号
で
ご
紹
介
す
る
べ
き
と
こ
ろ

　

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
事
情
に
よ
り

　

今
月
号
で
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
こ

　

と
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（左）担任の鈴木先生
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第
44
回
白
鷹
町
剣
道
大
会

12
／
５
・
山
峡
体
育
館

◆
団
体
の
部

●
小
学
︵
オ
ー
プ
ン
︶

１
位　

渡
部
・
山
本
・
相
馬
・
梅
村

２
位　

赤
間
・
井
澤
・
大
滝
・
新
宮

３
位　

五
十
嵐
・
伊
渕
・
五
十
嵐
・
今

●
中
学
男
子

１
位　

白
鷹
西
中
Ａ

２
位　

白
鷹
西
中
Ｂ

３
位　

白
鷹
東
中

◆
個
人
戦

●
小
学
男
子
３
～
５
年
の
部

１
位　

山
本　
　

築
（
愛
真
会
）

２
位　

高
橋　
　

聖
（
若
鷹
）

２
位　

赤
間　

英
生
（
若
鷹
）

２
位　

五
十
嵐
悠
哉
（
愛
真
会
）

●
小
学
男
子
５
・
６
年
の
部

１
位　

梅
村　
　

翔
（
若
鷹
）

２
位　

井
澤　

悠
斗
（
若
鷹
）

３
位　

渡
部　

拓
斗
（
愛
真
会
）

３
位　

大
滝　

和
季
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
２
・
３
年
の
部

１
位　

渡
部
二
千
花
（
若
鷹
）

２
位　

山
本　
　

和
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
５
・
６
年
の
部

１
位　

新
宮　

菜
月
（
愛
真
会
）

２
位　

鈴
木　

仁
美
（
若
鷹
）

３
位　

相
馬
さ
お
り
（
若
鷹
）

３
位　

五
十
嵐
千
華
（
若
鷹
）

●
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

１
位　

芳
賀　

悠
大
（
東
中
）

２
位　

安
部　

颯
人
（
西
中
）

３
位　

平　

晃
太
郎
（
東
中
）

●
中
学
男
子
３
年
の
部

１
位　

丸
川
賢
太
郎
（
西
中
）

２
位　

板
垣　

稜
也
（
西
中
）

３
位　

金
田　

耕
哉
（
西
中
）

３
位　

吉
村　

晃
太
（
西
中
）

●
中
学
女
子
オ
ー
プ
ン
の
部

１
位　

渡
部　

千
尋
（
西
中
）

２
位　

松
木　

雅
子
（
東
中
）

３
位　

赤
間　

千
春
（
西
中
）

３
位　

髙
橋　

莉
菜
（
西
中
）

●
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

児
玉　

良
太
（
高
玉
）

２
位　

板
垣　

和
貴
（
横
田
尻
）

３
位　

髙
橋　

弘
範
（
山
口
）

　
　
　

児
玉　

直
樹
（
高
玉
）

●
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

梅
津　

智
華
（
荒
砥
）

２
位　

佐
藤
亜
矢
子
（
高
玉
）

３
位　

小
林　
　

薫
（
横
田
尻
）

髙
橋
す
み
子
さ
ん

海
老
名
文
子
さ
ん

平
成
22
年
度

山
形
県
健
康
づ
く
り
功
労
者
表
彰

○
知
事
表
彰
受
賞　

白
鷹
町
健
康

づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議
会

　

元
副
会
長　

髙
橋
す
み
子
さ
ん

○
感
謝
状
受
賞　

白
鷹
町
健
康
づ

く
り
推
進
員
連
絡
協
議
会

　

前
副
会
長　

海
老
名
文
子
さ
ん

　

永
年
に
わ
た
り
、
会
の
中
心
と

し
て
食
育
・
食
生
活
改
善
運
動
に

尽
力
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　11月26日、白鷹ライオンズクラブ主催に
よる「愛の献血運動」が中央公民館で行わ
れました。当日は２台の献血車が準備され、
町内の商店や企業、消防団員など多くのか
たがたが公民館を訪れ、200㍉、400㍉の
どちらかの献血を行っていました。今回の
献血に協力いただいたのは総数で128人。
また、８人のかたから骨髄バンクに登録い
ただきました。皆さんの善意、ありがとう
ございました。

�
�
�
�
�
善
意
�
感
謝
�
�
�

�

愛
�
献
血
運
動

地
域
住
民
�
�
�
地
域
活
性
化
�

�

四
季
�
郷
駅
感
謝
祭　12月19日、フラワー長井線「四季の郷

駅」駅前広場で、四季の郷駅感謝祭が行わ
れました。今回が３回目の取り組みとなっ
たこのイベントは、地元鮎貝地区のかたが
たが実行委員会を組織し、とん汁の振る舞
いや甘酒、玉こんにゃくなどの販売が行わ
れました。また、クリスマス間近というこ
とで、荒砥高校生がサンタクロースにな
り、来場者にプレゼントなどを手渡してい
ました。
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民
生
委
員
�
児
童
委
員
�
�

　
「
民
生
委
員
」
は
、
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
の
り
、
支
援
、
助
言

を
し
な
が
ら
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

　
「
児
童
委
員
」
は
、
児
童
や
妊

産
婦
の
福
祉
に
関
し
て
援
助
や
支

援
を
行
う
も
の
で
、
民
生
委
員
が

児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

身
分
は
、
山
形
県
の
特
別
職
に

属
す
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
�
内
容
�

　

自
主
的
に
地
区
の
皆
さ
ん
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
任
務

と
し
て
、
福
祉
活
動
の
充
実
を
図

る
こ
と
や
、
低
所
得
者
、
高
齢
者
、

母
子
、
父
子
、
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
常
に
地
区
で
の

調
査
に
よ
り
高
齢
者
な
ど
の
生
活

状
態
を
把
握
し
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
対
し
、
適
切
な
生
活
支

援
や
助
言
を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、

健
康
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会

町
民
皆
�
�
の
福
祉
向
上
の
�
�

　　

地
域
に
お
け
る
相
談
・
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

「
民
生
委
員
」「
児
童
委
員
」
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
改
選
さ
れ
、

12
月
１
日
よ
り
新
た
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
次
の
か
た
が
た

で
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
社
会
福
祉
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
そ
の
業
務
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

無
報
酬
�
活
動

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
給

与
・
報
酬
は
い
っ
さ
い
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
交
通
費
や
通
信
費
な
ど

の
活
動
経
費
が
支
給
さ
れ
る
だ
け

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

秘
密
保
持
�
研
�
�

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
急
激
な
増
加
、
出
生
数

の
減
少
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
生

活
困
窮
者
、
高
齢
者
や
児
童
へ
の

虐
待
な
ど
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

数
多
く
、
ま
た
、
そ
の
内
容
は
複

雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
そ
の

職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
秘

密
を
守
り
、
い
か
な
る
差
別
も
優

先
的
な
取
り
扱
い
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

複
雑
な
相
談
や
支
援
に
対
処
す

る
た
め
の
研
修
は
、
毎
月
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

●
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
86

－

０
１
１
１
）

●
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事

務
局
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　
　
　
（
☎
86

－

０
１
５
０
）

委嘱状交付式

活
動
の
様
子
（
遊
具
点
検
）
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町
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

担
当
町
内
（
組
）
及
び
担
当
者
名
（
敬
称
略
）

蚕
桑
19
・
20

蚕
桑
17
・
18

蚕
桑
15
・
16

蚕
桑
13
（
５
～
８
）・
14

蚕
桑
12
・
13
（
１
～
４
）

蚕
桑
10
・
11

蚕
桑
８
・
９

蚕
桑
６
（
３
、４
）・
７

蚕
桑
５
・
６（
１
、２
）

蚕
桑
３
・
４

蚕
桑
１
・
２

蚕
桑
地
区

小
出　

八
千
代

中
川　

み
さ
子

岡
部　

俊
一

町
田　

幸
子

福
嶋　

亮
一

照
井　

亘

小
林　

節
子

梅
津　

あ
や
子

金
田　

秀
子

本
木　

悦
子

長
谷
部　

照
昭

黒
鴨
深
山
１
・
２

高
岡
１
・
２

鮎
貝
13

鮎
貝
11

鮎
貝
10
・
12

佐
藤　

正
則

羽
田　

只
子

樋
口　

多
喜
子

今　

ト
ミ
子

山
口　

美
智
子

齋
藤　

昭
子

堀
の
内
、
北
原
、
針
生

中
田
、
原
、
上
原

西
、
新
屋
敷
１
・
２

山
道
、
南

西
原
、
東
小
手
沢
、
細
野

折
居
（
上
・
下
）

鷹
山
地
区

沼
澤　

れ
い
子

竹
田　

茂
平

小
関　

陽
一

梅
津　

吉
久

竹
田　

敏
恵

齋
藤　

良
子

東
部
１
・
２
・
３

北
部
３
・
４

北
部
１
・
２

中
部
４
・
５

中
部
１
・
６

中
部
２
・
３

南
部
４
・
５

南
部
１
・
２
・
３

東
根
地
区

衣
袋　

庄
三
郎

梅
津　

正
一

大
木　

好
雄

吉
田　

武

西
村　

新
一

向
田　

容
子

石
坂　

邦
彦

青
木　

民
昭

十
王
10

十
王
６
・
７
・
８

十
王
３
・
４
・
５
・
９

十
王
１
・
２

十
王
地
区

迎
田　

い
ち
子

柴
田　

美
恵
子

小
林　

弘
子

海
老
名　

榮
子

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

丹
野　

ち
ゑ

齋
藤　

惠
子

影
山　

美
佐
子

白
鷹
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

○
会　

長　

竹
田　
　

茂
平　

さ
ん

○
副
会
長　

海
老
名　

榮
子　

さ
ん

鮎
貝
４
・
９

鮎
貝
７
・
８
・
14

鮎
貝
３
・
５
・
６

鮎
貝
１
・
２

鮎
貝
地
区

和
田　

妙
子

神
保　

達
夫

新
野　

良
子

小
林　

信
子

総
数　

54
人

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

を
受
賞

時
田　

進
さ
ん
（
浅
立
）

　

11
月
５
日
、
東
京
の
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
時
田
さ
ん
が

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　

16
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、

子
ど
も
の
安
全
や
高
齢
者
へ
の
声

が
け
・
見
守
り
、
障
が
い
者
（
児
）

の
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
氏
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
会
長
と
し
て
も
長
い
間
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
野
原
・
大
瀬

下
山
菖
蒲
１
・
２

貝
生
１
・
２
・
３
、
東
部
４

仲
町
４

仲
町
３

仲
町
１
・
２

横
町
１
・
２

出
来
町
２

上
町
、
出
来
町
１

新
町
八
幡
１
・
２

荒
砥
地
区

後
藤　

新
市

吉
田　

ひ
で
子

川
村　

タ
ミ
子

和
田　

惠
美
子

梅
澤　

京
子

新
宮　

和
子

保
科　

孝
一

安
部　

克
子

山
田　

節
子

清
野　

文
子

多
田　

充
子

大
友　

慶
子
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認
知
症
に
な
っ
て
も
「
自
分

ら
し
く
」
過
ご
す
に
は　

　

物
忘
れ
が
あ
っ
て
も
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
、「
自
分
ら
し
く
」

生
活
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

友
人
と
出
か
け
て
食
事
を
楽
し

ん
だ
り
、
温
泉
に
入
っ
て
の
ん

び
り
し
た
り
す
る
こ
と
は
決
し

て
で
き
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
医
療

機
関
や
家
族
か
ら
適
切
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
、
認
知
症
の

進
行
を
遅
ら
せ
て
、
認
知
症
に

よ
る
困
っ
た
症
状
を
改
善
・
軽

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　山形県の最低賃金
　使用者は、すべての労働者（臨
時、パートタイマー、アルバイト
などを含む）に対して、この賃金
額以上の金額を支払わなければな
りません。
■相談・問い合わせ
　山形労働局労働基準部賃金室　
（☎023－624－8224）

金額 効力発生日
山形県最低賃金 １時間 ６４５円 平成 22 年 10 月 29 日
産
業
別
最
低
賃
金

電気機械器具等製造業 １時間 ７２３円

平成 22 年 12 月 25 日
一般産業用機械・装置等製造業 １時間 ７３６円

自動車・同附属品製造業 １時間 ７３８円

自動車整備業 １時間 ７４０円

認
知
症
の
進
行
を
防
ぎ
、

健
康
な
時
間
を
長
く
保
ち
ま

し
ょ
う

　

で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

○
専
門
医
を
受
診
し
て
、
認
知
症

　

の
治
療
を
行
う

○
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

　

を
見
直
し
て
、
健
康
的
な
生
活

　

を
お
く
る

○
家
族
や
友
人
に
認
知
症
に
つ
い

　

て
相
談
し
、
で
き
な
い
と
こ
ろ

　

の
手
助
け
を
依
頼
す
る

○
家
族
や
友
人
に
認
知
症
に
つ
い

　

て
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら

　

う　

な
ど

　

こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
健
康
な
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

特
に
大
切
な
の
が
、
早
め
の
受

診
で
す
。
物
忘
れ
が
重
な
っ
た
り
、

急
に
怒
り
っ
ぽ
い
性
格
に
な
っ
た

な
ど
、「
今
ま
で
と
少
し
違
う
な
？
」

と
思
っ
た
と
き
は
早
い
う
ち
に
精

神
科
や
物
忘
れ
外
来
な
ど
の
専
門

医
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

認
知
症
・
物
忘
れ
の
相
談
は
…

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－
０
１
１
２
）

適
切
な
支
援
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
い
る
人
に
相
談
し
、
手

助
け
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
認

知
症
の
か
た
も
そ
の
家
族
も
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
顔
な
じ
み
の
関

係
を
保
ち
な
が
ら
今
ま
で
ど
お
り

の
生
活
を
続
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
見
守
り
・
支
え
合
い
」

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
秘
密
を
守
っ
て
認
知

症
に
つ
い
て
の
相
談
に
の
っ
て
く

れ
た
り
、
見
守
り
や
声
が
け
の
支

援
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
ス
テ

ッ
カ
ー
は
、
白
鷹
町
認
知
症
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

委
員
を
は
じ
め
、
区
長
・
町
内
長

・
民
生
委
員
・
そ
の
他
ご
協
力
い

た
だ
け
る
店
舗
な
ど
に
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

支
援
機
関
を
上
手
に
利
用
し
て
、

認
知
症
の
か
た
本
人
も
そ
の
家
族

も
、「
自
分
ら
し
く
」
い
き
い
き
と

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

認
知
症
に
関
わ
る
か
た
の
仲
間

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

認
知
症
の
か
た
ご
本
人
や
そ
の
家

族
の
か
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

１
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

※今回改正されなかった「家具製造業」及び「医療用機械器具・医療用品、光学機械器具・
レンズ、医療用計測器製造業」は山形県最低賃金（１時間645円）が適用になります。
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願いがかなう玉

Ａ夫　「ぼく何でも願いがかなう玉を

　　　　持っているよ」

保育士「いいな。じゃA夫くんと結

　　　　婚したいなー」

Ａ夫　「そういうのはダメなの」

保育士「残念！それじゃお金がいっぱ

　　　　いたまるのがいいな」

Ａ夫　「それだったらなんとかなるか

　　　　も」

こぐわ保育園 なみだ

迎えにこられたお母さんに

保育士　「今日はなんだか涙がでたん

　　　　　ですよ」

（風邪ぎみで涙が止まらなかったので）

お母さん「そうだったんですか」

保育士　「あっ！また出てきたね。ど

　　　　　うしたのかな？」

A夫　　「おなかの中にたまねぎいる

　　　　　からじゃないの」

お母さんと保育士は納得！

く
ら
し
の

【
事　

例
】　

　

男
性
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
、「
カ
ニ
は
お
好
き
で
す
か
」

と
聞
か
れ
た
の
で
、「
ま
あ
好
き

で
す
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、「
で

は
お
送
り
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

電
話
が
切
れ
た
。
電
話
の
男
性
は

名
前
や
業
者
名
を
告
げ
な
か
っ

た
。

　

後
日
、
品
物
が
届
い
た
た
め
、

仕
方
な
く
着
払
い
で
代
金
を
支

払
っ
て
中
身
を
見
た
が
、
カ
ニ
以

外
の
魚
介
、
海
草
類
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
お
り
、
カ
ニ
も
粗
悪
な
も

の
だ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

電
話
勧
誘
す
る
際
、
法
律
に
よ

り
業
者
は
相
手
に
対
し
て
「
業
者

名
、
勧
誘
者
名
、
商
品
内
容
な
ど

を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
事
例

の
よ
う
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ

た
場
合
は
、
宅
配
業
者
に
対
し
て

受
け
取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

も
し
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を

す
れ
ば
（
原
則
8
日
以
内
）
返
金

さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
は
、
町
民
課
く
ら
し

環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）
ま

た
は
置
賜
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
３
８

－

24

－

０
９
９
９
）

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.8●
悪
質
な
『
カ
ニ
』
の
電
話
勧
誘
に
ご
注
意

　犬の散歩の際のフンの後始末や
おしっこのマナー等に関する苦情
が増えています。
■苦情の内容としては、
○犬の散歩で犬がフンをしたとき、
　そのままにしていく飼い主がいて、道路や公園が汚
　れ困っている。
○散歩している犬がほかのお宅や敷地内におしっこや
　フンをしていくので、臭いはするし、処理もしなけ
　ればならず迷惑している。

などが、主な内容です。
　犬の散歩の際のフンの後始末は、必ず飼い主の責任
で行いましょう。
　また、「山形県動物の保護及び管理に関する条例」に
より犬を放して散歩することは禁止されているため、
放し飼いは絶対にしないでください。

　犬のフン同様、のら猫についての苦情、相談が後を
絶ちません。
　のら猫にエサを与えるのはやめましょう。住みつい
てしまった場合は、エサを与えた人の責任です。猫は
繁殖力が強く、短期間で数が増えます。過剰に増えて
しまった場合、さまざまな問題を引き起こすことにな
り、近所のかたがたに大きな迷惑と負担をかけること
になってしまいます。猫を飼っているご家庭でも不妊
手術を行っていただくよう、ご協力お願いいたします。
　また、もし猫が飼えなくなった場合、家にのら猫が
住みついてしまった場合は保健所に引き取ってもらい
ましょう。
▼場所　置賜保健所（☎0238－22－3750）
▼時間　毎週水曜日　午前10時～ 11時30分
▼料金

※お願いしたいかたが直接保健所に連れて行き、費用
　を負担いただくことになります。

の飼い主のみなさんへ にエサを与えないでのら猫

ねこ 犬

生後91日未満 200円　 300円　

生後91日以上 800円　 2,000円　
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支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考

12 月 15 日 御祝 3,100 円 ヤナ仕舞

12 月 17 日 御祝 3,000 円 四季の郷駅「冬の感謝祭」

計 6,100 円 

12月の町長交際費

　平成22年12月に支出され
た町長交際費についてお知ら
せします。

■問い合わせ　総務課総務係
　　　　　　（☎85－6120）

佳
作　

舌
の
先
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
罪
つ
く
り　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

メ
ル
友
の
甘
い
言
葉
が
罪
つ
く
る　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

い
い
話
思
わ
せ
振
り
な
罪
な
人　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

罪
の
な
い
生
命
も
ら
っ
て
我
生
き
る　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

一
寸
待
て
そ
の
一
杯
が
罪
作
る　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

ほ
こ
ろ
び
が
大
き
く
な
っ
て
罪
と
成
る　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

若
き
日
の
小
さ
な
罪
が
ま
だ
消
せ
ぬ　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

友
の
罪
許
し
て
片
目
を
つ
む
り
合
う　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

罪
重
ね
綻
び
見
せ
ぬ
口
達
者　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

罪
だ
け
を
憎
ん
で
人
は
許
せ
る
か　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

拉
致
さ
れ
て
罪
な
い
家
族
苦
悩
す
る　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

晩
酌
が
米
粒
ほ
ど
の
罪
流
す　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

秀
句　

オ
レ
オ
レ
と
虎
の
子
狙
い
罪
重
ね　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

誰
に
で
も
八
方
美
人
罪
な
人　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

経
済
の
不
安
で
罪
人
多
く
な
り　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

免
許
証
忘
れ
て
運
転
罪
に
な
り　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

家
庭
不
和
悲
し
い
罪
が
見
え
隠
れ　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

罪
の
な
い
子
供
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

嘘
ひ
と
つ
だ
ん
だ
ん
罪
が
深
く
な
り　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

罪
な
事
す
れ
ば
い
つ
か
は
罰
が
来
る　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

罪
滅
ぼ
し
土
産
を
買
っ
て
帰
宅
す
る　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

こ
と
わ
ざ
に
罪
を
憎
ん
で
人
せ
め
ず　
　

埼
玉
県　

村
上　

桂
造

五
客　

罪
の
な
い
話
で
弾
む
コ
ッ
プ
酒　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

罪
も
な
い
長
寿
冷
た
い
風
当
た
り　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

い
さ
さ
か
な
遺
産
が
あ
だ
の
罪
つ
く
り　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

病
む
母
に
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の
里
帰
り　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

罪
な
事
し
な
い
さ
せ
な
い
地
球
愛　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

人
位　

罪
知
ら
ぬ
子
の
瞳
に
心
覗
か
れ
る　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

地
位　

老
介
護
憎
め
ぬ
罪
も
有
る
ニ
ュ
ー
ス　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

天
位　

叱
ら
れ
て
眠
っ
た
罪
の
な
い
寝
顔　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

軸　

微
罪
み
な
許
し
て
温
い
老
い
の
日
　々
　
　
　
　
　
　

美　

笑

次
回　

「
声
」
一
月
末
ま
で
。　

 

「
笑
顔
」
二
月
末
日
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

  

町
報
川
柳　
　
　

「
罪
」　　
　

安
部　

美
笑　

選

町無形文化財「高玉芝居」を公演します

●いつ　２月11日（金・祝）午後１時
　　　　（開場：昼12時30分～）
●どこで　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）
●演目「渡守親恋時雨」
●定員　280人
●入場前売券　500円（中学生以下は無料）
●当日券　700円
＊前売券に残席がある場合のみ販売します。
＊当日券をお求めのかたは、多少お待ちいただきます。
●入場前売券販売　中央公民館、各地区公民館
●主催　白鷹町教育委員会、蚕桑地区公民館
●その他
①高玉芝居にまつわる資料の
　展示
②ホール内は飲食禁止です。
■問い合わせ　
　蚕桑地区公民館
　　　　　　☎85－2153

　全国自治宝くじの収益金によって宝くじの
普及広報を目的として住民のコミュニティ活
動を推進する「コミュニティ助成事業」を受
け、テント５張とワイヤレスアンプなどの音
響設備がこのほど整備されました。
　貸出等の詳細についてはお問い合わせくだ
さい。

■問い合わせ　
　総務課企画調整係（☎85－6123）

　宝くじ助成でテント・音響設備
　が整備されました。

音響設備 テント
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職　種 資格要件 賃金（時給））
一般事務 725 円
調理員 725 円
学校用務員 普通自動車免許取得者 725 円
下水道普及相談員 普通自動車免許取得者 725 円

自動車運転手 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者）

760 円
～ 1,189 円

ボイラーマン 有資格者（２級以上） 900 円
保育士 有資格者 825 円
保育助手 750 円
保健師 有資格者 1,375 円
看護師 有資格者 1,150 円
社会福祉士 有資格者 1,375 円

▼職種と賃金

▼通勤手当相当割増賃金
　２㎞以上５㎞未満　100円、
　５㎞以上10㎞未満　200円、　10㎞以上　300円
▼勤務形態
　職種・職場により勤務時間、勤務日数が異なります。

▼提出書類
　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務課にお越しいただくか、町ホームページから
　　ダウンロードしてください。
▼締め切り
　平成23年２月25日（金）
※書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者のなかから
　面接及び書類審査による選考のうえ雇用いたします。
　（雇用及び選考については、原則平成23年４月１日現
　在で満60歳未満のかたを優先的に行う予定です。）
※年度初めからの雇用については、２月25日までに登録
　いただいたかたの中から選考させていただきますが、
　その後も登録の受け付けは随時行いますのでお問い
　合わせください。
※なお、名簿登録者全員が雇用されるものではありませ
　んのでご了承ください。
■受付・問い合わせ　総務課総務係（☎85－6120）

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
❻れぽ

ー
と

岩
佐
十
良
氏
講
演
会　

11
月
21
日

　

雑
誌「
自
遊
人
」の
編
集
長
を
務

め
、
農
産
物
な
ど
の
販
売
を
行
う

㈱
膳
の
代
表
で
も
あ
る
岩
佐
氏
。

　

現
在
は
新
潟
県
魚
沼
市
に
事
業

本
部
を
移
転
し
、
よ
り
品
質
の
高

い
食
品
や
情
報
を
消
費
者
に
届
け

て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
「
農

山
村
発　

だ
か
ら
こ
そ
の
ク
オ
リ

テ
ィ
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

魚
沼
と
い
え
ば
コ
シ
ヒ
カ
リ
。

質
の
高
い
「
本
物
」
を
味
わ
っ
た

か
た
が
た
の
口
コ
ミ
か
ら
一
流
の

ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
加
え
な
が
ら
、
今
年
山
形
県
が

力
を
入
れ
て
い
る
「
つ
や
姫
」
も
、

が
ん
ば
り
方
一
つ
で
米
価
下
落
の

ス
ト
ッ
パ
ー
に
な
り
う
る
素
材
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
❼れぽ

ー
と

大
人
の
た
め
の
社
会
科
見
学

　

12
月
９
日

　

16
人
が
参
加
し
た
大
人
の
社
会

科
見
学
は
、
㈱
ニ
ク
ニ
を
皮
切
り

に
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、
西

中
学
校
、
白
鷹
陽
光
学
園
、
す
ず

き
味
噌
店
、
ど
り
い
む
農
園
直
売

所
の
合
計
６
カ
所
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

学
生
時
代
に
経
験
は
あ
っ
て
も
、

大
人
に
な
っ
て
、
し
か
も
個
人
的

に
は
経
験
で
き
な
い
機
会
と
い
う

こ
と
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
新

鮮
な
感
じ
！
」「
内
容
が
濃
い
！
」

な
ど
大
変
好
評
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
、
町
の
こ
と
を
深
く
勉
強
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

び
参
加
で
き
な
か
っ
た
か
た
も
、

是
非
次
の
機
会
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

白
鷹
町
立
病
院
看
護
師
を
募

集
し
ま
す

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
47
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
看

護
師
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
、

ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の

か
た

▼
応
募
先　

　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

※
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
を
郵
便

　

請
求
す
る
場
合
は
、
１
２
０
円

　

切
手
貼
付
の
角
型
２
号
封
筒
を

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

平成23年度　白鷹町日々雇用職員（臨時・パート）の登録を受け付けます
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おしらせ

離
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

３
月
生
募
集

▼
訓
練
期
間

　

３
月
２
日
～
８
月
29
日

▼
訓
練
科
名　

電
気
設
備
科

▼
定
員　

18
人

▼
受
講
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
し
て
い
る
か
た

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
応
募
締
切　

２
月
10
日
（
木
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
山
形
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

３

－

６
８
６

－

２
０
１
６
）

図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

１
月
24
日
（
月
）
か
ら
28
日

（
金
）
ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
図
書
館

（
☎
85

－

２
１
１
１
）

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

の
業
務
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
に

お
け
る
商
業
・
法
人
登
記
事
務
に

つ
い
て
、
３
月
28
日
（
月
）
か
ら
、

山
形
地
方
法
務
局
登
記
部
門
で
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
登
記
事

項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
の

交
付
事
務
は
引
き
続
き
米
沢
支
局

に
お
い
て
も
取
り
扱
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法

務
局
登
記
部
門
（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

１
６
１
９
）、
山

形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８
）

平
成
23
・
24
年
度
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

手
続
き
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
の
建
設
工
事
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設

水
道
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

～
28
日
（
月
）（
土
日
祝
日
除
く
）

催　し

西
置
賜
地
区
の
県
立
高
校
の

再
編
整
備
計
画
に
係
る
地
域

説
明
会

白
鷹
会
場

▼
い
つ　

２
月
７
日
（
月
）

　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

町
産
業
セ
ン
タ
ー

「
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
」

▼
内
容　

「
西
置
賜
地
区
の
県
立

高
校
再
編
整
備
計
画
」
の
骨
子
説

明
と
質
疑
応
答

▼
参
加
方
法　

直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。（
無
料
で
す
が
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
教
育
庁
高
校

教
育
課
高
校
改
革
推
進
室
（
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

２
４
９
３
）

募　集

○
優
秀
作
品
４
点　

表
彰
状
及
び

副
賞
（
１
万
円
の
図
書
カ
ー
ド
）

▼
応
募
対
象　

県
内
に
お
住
ま
い

の
か
た

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－
２
０
８
１
）

〒
９
９
０

－

８
５
７
０
山
形
市
松

波
二
丁
目
８
番
１
号

E
メ
ー
ル

：ysen
kan

i@
p

ref.
yam

agata.jp

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活

用
し
て
地
域
の
森
づ
く
り

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

平
成
23
年
度
み
ど
り
環
境
公
募

事
業
に
よ
る
県
民
参
加
の
森
づ
く

り
活
動
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

④
森
林
資
源
の
利
活
用

▼
募
集
期
間　

１
月
11
日
～
２
月

21
日

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

村
整
備
係
（
☎
85

－

６
１
２
５
）、

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ

く
り
推
進
室
（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

提
言
募
集
「
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
と
選
挙
」

　

統
一
地
方
選
が
４
月
に
行
わ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
選
挙
の
大
切
さ
を
訴

え
投
票
を
呼
び
か
け
る
提
言
（
８

０
０
字
以
内
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業（
学
校
、学
年
）・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
電
子

メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
締
切　

２
月
10
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
表
彰

○
最
優
秀
作
品
１
点
、
表
彰
状
及

び
副
賞（
５
万
円
の
図
書
カ
ー
ド
）
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広告

≪雪おろしや除雪中の事故防止に努めましょう≫
除雪作業の安全確保と健康管理に注意

　毎年、屋根の雪降ろしの際の転落や、除雪中の事故が
数多く発生しています。また、過労による体調不良にな
られるかたも多くいます。
　町民の皆さまにおかれましては、健康管理や安全管理
を図り、次のことについて十分注意いただきますようお
願いします。
★屋根の雪降ろしをする場合は、昇り降りや足場に十分
　注意し作業を行いましょう。また、長靴にすべり止め
　をつけるなどして、作業中の安全管理を徹底しましょう。
★夜間や一人での作業はしないようにしましょう。
★雪止めのない屋根や落雪式屋根には上がらないように、
　また屋根の下での作業は避けましょう。
★除雪作業中の車両には近づかないようにしましょう。
★小型除雪機械の回転部分に触れないよう注意しましょ
　う。また、故障した際の確認は機械を停止して行いま
　しょう。
★除雪作業をする際には温かい服装で行い、休憩時間を
　確保しながら作業を行いましょう。
★疲労時や寝不足時には無理な作業をせず、心臓などへ
　の負担を避けましょう。また、除雪後の健康管理に十
　分注意しましょう。
★除雪作業の際には、ケガや健康管理に十分注意しまし
　ょう。
※長く寒い冬、大雪が降っても地域みんなで支えあいま
　しょう。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
28

　

日
（
月
）
到
着
分
ま
で
受
け
付

　

け
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

県
有
地
売
払
い
入
札
に
つ
い
て

▼
物
件

土
地　

広
野
字
五
神
３
１
５
２
番

宅
地　

面
積
３
３
０
・
05
㎡

▼
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

　

１
，
５
４
４
，
０
０
０
円

▼
説
明
会
の
日
時
・
場
所

１
月
14
日
（
金
）
午
前
11
時
～

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
講
堂

▼
入
札
の
日
時
・
場
所

１
月
28
日
（
金
）
午
前
11
時
～

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
講
堂

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る

　

か
た
は
、
必
ず
説
明
会
へ
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
総
務
部
管

財
課
県
有
財
産
管
理
担
当
（
☎

０
２
３

－

６
３
０

－
２
０
６
６
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の

た
め
の
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
に
つ
い
て

 

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
、

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）

の
無
償
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
申
込
受
付
期
間　

１
月
24
日
～

７
月
24
日
（
消
印
有
効
）

※
支
援
の
内
容
・
申
込
み
方
法
は
、

　

対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援

（
☎
０
５
７
０

－

０
３
３
８
４
０
）

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援

（
☎
０
５
７
０

－

０
２
３
７
２
４
）

無料税務相談
　平成22年分所得税の確定申告期を迎え、東北税理士
会長井支部では無料税務相談を実施します。
　相談日・税理士などについては下表をご覧ください。
▼相談時間　午前10時～午後３時
※担当会員事務所で実施しますので、相談のかたはあ
　らかじめご連絡ください。
▼相談料　無料
■問い合わせ　東北税理士会長井支部（☎88－9159）

月　日 担当税理士 電話番号

２月14日（月）長沼安義（飯豊町） 72－2400

元木　茂（長井市） 84－5019

２月15日（火）金田和夫、長澤修司（長井市） 88－9159

２月16日（水）梅村よう子、須貝周一（長井市）84－2505

海老澤信夫（長井市） 88－5858

２月17日（木）土屋正昭（白鷹町） 85－0326

海老名信乃（白鷹町） 85－4548



【12月1日～12月28日届出】

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥甲　　　野　　繁　　96
荒砥甲　小　関　永　一　86
荒砥甲　黑　澤　　幸　　82
高　玉　本　間　ま　さ　82
荒砥甲　横　山　日出男　83
荒砥甲　椎　名　も　と　90
滝　野　安　達　昭　吾　80
畔　藤　藤　守　　四郎　84
山　口　石　川　三　郎　89
横田尻　小　林　文　男　79
鮎　貝　横　山　名　助　84
荒砥甲　長谷部　利　　　75

N
o.1056

2011-1
-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 志田 淳 莉
らい

　陸
む

麻　理

鮎　貝 布川 弘　幸 蓮
れん

江里子

鮎　貝 大滝 幸一郎 心
み

　結
ゆ

小　巻

広　野 鈴木 裕　太 琉
りゅう

　斗
と

未寿鈴

鮎　貝 大巻 良　太 安
あ

禾
か

莉
り

良　子

鮎　貝 吉村 正　巳 六
りっ

　花
か

麻　美

下　山 奥山 充 琉
る

　絆
き

亜　美

菖　蒲 小関 健　太 瞬
しゅん

羊　子

広　野 澁谷 和　仁 愛
あい

　美
み

めぐみ

十　王 須藤 陽　介 晄
こう

　雅
が

夏　織

鮎　貝 佐藤
敏　宏

優
ゆう

　輝
き

幸　恵

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（西　村　　修　　　畔　藤
中　村　志乃恵　　寒河江市

（衣　袋　雅　人　　荒砥甲
髙　橋　さやか　　十　王

（樋　口　賢太郎　　高　岡
澤　根　　舞　　　米沢市

（小　野　恒　平　　長井市
布　施　麻祐子　　中　山

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
悪
天
候
が
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
天
候
で

先
行
き
明
る
い
新
年
の
幕
開
け
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
今
年
も
、
年
男
・
年
女
の
12
人
の
か

た
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
新
年
の
抱
負

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

が
逆
に
質
問
さ
れ
て
「
自
分
の
抱
負
は

…
」
と
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
、
改
め
て

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
取
材
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
町
民
の
か
た
と

関
わ
り
な
が
ら
広
報
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
年
は
う
さ
ぎ
年
。
干
支
の
よ
う
に
、

何
に
対
し
て
も
身
軽
に
飛
び
跳
ね
る
こ

と
が
で
き
る
飛
躍
の
一
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
お
お
た
き
）

VOL.13

信　通

サ
ークル

輪

◆
結
成
は
？

○
昭
和
49
年
で
す
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

○
男
性
20
人
、
女
性
５
人
、
サ
ポ

ー
タ
ー
数
人
で
す
。

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

○
ひ
と
り
の
練
習
よ
り
も
仲
間
た

ち
と
…
町
駅
伝
や
郡
駅
伝
な
ど
を

と
お
し
て
走
る
人
の
輪
が
広
が
っ

て
会
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容
は
？

○
夏
の
走
会
、
年
末
の
納
会(

赤

湯
か
ら
の
30
㌔
走)

や
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
の
練
習
指
導
の
協
力
。

今
年
度
か
ら
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
エ
キ

ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
へ
の
協
力
な
ど

で
す
。

◆
楽
し
い
と
こ
ろ
・
魅
力
は
？

○
走
る
事
や
、
歩
く
事
は
手
軽
に

行
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
無
理
を

し
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
運

動
か
ら
続
け
れ
ば
必
ず
成
果
が
現

れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら

自
然
の
中
を
走
っ
た
り
、
歩
い
た

り
す
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

○
走
っ
て
み
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て

い
る
か
た
、
ま
た
走
っ
て
い
る
人

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
た
い
か
た
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
連
絡
先　

小
形
一
美

（
自
宅
☎
85

－

１
０
８
０
）

みんなで広げる

30 ㌔走の様子（12 月 12 日）

白鷹マラソンクラブ（代表　小形富治男さん）


